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東日本大震災で被災された方々が、一日でも早く落ち着いた生活を取り戻せるように、佐賀県では県民・企業・ 

団体・行政が被災された方々とココロをひとつにして「佐賀きずなプロジェクト」を展開しています。 

被災された方々の声に耳を傾け、総力をあげて支援していきます。 

みんなの輪が、きっと日本を笑顔にする。 

佐賀県 被災者支援グループ・商工課 

1 



１ 被災者の受入状況 

  これまでの受入済人数  184世帯480人 

  現在の避難者数      123世帯319人 
 

 

２ 義援金の状況     
 

  被災者受入義援金     約3,350万円 

  被災地義援金           約1億8,337万円 

  ①県共同募金会       約9,409万円 

  ②プレミアム商品券      約8,148万円 

    ③使途を県に一任された義援金 約780万円 
 

３ 支援物資送付   

  被災3県へ約689トンをお届けしました。     

これまでの支援の状況 （2月8日現在） 

都道府県別受入状況（累計） 

累計 現在 

出身別 世帯 人数 世帯 人数 

岩手県 3 4 1 1 

宮城県 31 71 17 38 

山形県 1 5 1 5 

福島県 78 190 64 156 

茨城県 26 83 16 50 

栃木県 9 31 6 21 

埼玉県 3 10 1 3 

千葉県 12 35 9 27 

東京都 18 45 6 14 

神奈川県 3 6 2 4 

計 184 480 123 319 
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総額約2億1,687万円 



皆さまの想いをピアノの音色に寄せて届けます 

ピアノプロジェクト 第一弾  昨年12月に気仙沼市に23,986千円寄贈 
（気仙沼市の小学校５校、中学校７校へのグランドピアノ９台、アップライトピアノの３台購入分） 

気仙沼市を通じ高校、幼稚園、文化施設等からの希望を受け、今後も第二弾、第三弾とし

て寄贈します 

ピアノプロジェクト ～皆さんの想いがまもなく気仙沼に～ 

・義援金付きプレミアム商品券は、全20市町で41万1千セット（4,521百万円分）が完売 

（義援金：消費者は1セット購入毎に100円、事業者は換金額の1％） 

・義援金は、2月8日現在で81,475千円が集まっており、最終的に86,310千円に達する見込み 

  

・日時：平成２４年３月１０日（土） 

・佐賀県から贈られたピアノの演奏で卒業生を送ります。 

 

階上中学校に開設された避難所には、佐賀県職員も派遣され、支援活動を行いました。 

震災直後の卒業式では「天を恨まず」の答辞がテレビで報道され、 

国内外に大きな感動を与えました。 
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気仙沼市立階上（はしかみ）中学校卒業式 



３．１１震災復興写真展 

「3.11東日本大震災復興支援SAGAコンサート」（どん３の森） 

  主催：実行委員会  

「東日本大震災慰霊碑除幕式」（護国神社）  

  主催：佐賀若楠ライオンズクラブ 

「トーク＆ライブコンサート『心の健康』」（アバンセホール） 

  主催：県精神保健福祉協会 

「佐賀市防災フォーラム」（メートプラザ佐賀・ほほえみ館）  

期間 3月5日（月）～3月11日（日） 

場所 佐賀県庁 新行政棟1階 県民ホール 

あの日（3.11）を忘れない・・・ 

（１）震災関連の写真パネル展示 

  被災地の様子、行政・団体・県民の支援活動の紹介、報道写真など 

（２）震災関連の映像放映 

  被災地の地元メディアが撮影した震災当時の様子、県の支援活動紹介など 

（３）その他 

  募金箱設置など 

内容 
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3月11日14時46分には、県民
の皆さまも黙とうをお願いします。 

この他、３月１１日にはさまざまなイベントなどが開催予定 
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被災地の復興や被災者の生活再建はスタートしたばかりです。 

 

これからも息の長い支援を続けていきましょう。 

 

被災地のことを思い、一日も早い復興を願いましょう。 

 

そして・・・ 

被災地では、また、被災者の方々は、“あなた”との出会いを心待ちにされています。 

被災地を訪問できる方は出かけましょう。そして、その声に耳を傾けましょう。 


